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広
範
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け
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。
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ン
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紀
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ま
れ
て
い
た
農
業
経
営
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課
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で
あ
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。
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す
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、
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ク
家
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農
業
経
営
で
あ
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が
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ま
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ト
ゥ
ッ
ク
家
の
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史
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概
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始
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よ
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あ
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紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
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経
営
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が
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を
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迎
え
て
、
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産
を
譲
っ
た
。
と
も
あ
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プ
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呼
ば
れ
た
ニ
コ
ラ
ス
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一
六
一
六
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か
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六
人

O
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農
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経

営
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行
な
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、
現
存
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『
帳
簿
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を
記
録
し
た
。

(
l
)
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え
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近
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イ
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・
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ト
地
方
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ガ
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有
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|
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研
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ら
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は
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に
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て
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粗
の
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る
の
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、
本
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他
の
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比
較
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て
帳
簿
の
記
録
が
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り
詳
細
な
一
六
一
六
年
か
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一
六
三
一

O
年
に
歪
る
期
同
に
分

析
の
範
囲
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限
定
す
る
。
な
お
帳
簿
に
は
お
録
さ
れ
た
数
字
の
正
確
で
な
い
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合
が
屡
々
見
ら
れ
る
が
、
編
者
が
誤
ま
り
を
指
摘
し
て
い
る
場
合
を

除
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、
原
則
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史
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字
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営
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景

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
は
ロ
ン
ド
ン
へ
の
主
要
な
穀
物
供
給
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
果
樹
栽
培
や
ホ
ッ
プ
栽
培
も
繁
栄
に
向
つ

(

2

U

 

て
い
た
。
ま
た
当
時
の
ケ
ン
ト
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ
め
と
す
る
市
場
へ
販
売
す
る
日
的
で
牧
畜
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
一
七
世
紀
初

頭
の
ケ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
小
農
(
回

g
m
E
Z
5
0
6
が
主
に
自
家
消
費
の
た
め
に
純
粋
な
形
の
混
合
農
業
を
行
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
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(AGRICULTURE， in:C. W. Chalklin， op. cit.， p. 74.) 
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ト
ゥ
ッ
ク
家
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農
業
経
営

て
、
中
農
お
よ
び
大
農
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目
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な
い
し
牧
畜
(
四
円
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〈
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〉

の
い
ず
れ
か
に
専
業
化
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
中
農
お
よ
び
大

の
多
く
は
屡
々
穀
物
生
産

(
8
2
1
q
o呈
口
問
)

農
に
穀
物
告
産
な
い
し
牧
畜
の
い
ず
れ
か
へ
の
専
業
化
を
促
し
た
要
因

は
、
土
壌
の
性
質
の
違
い
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ケ
ン
ト
は
、
土
壌
の
性

質
の
違
い
に
よ
っ
て
ノ

1
ス
・
ケ
ン
ト

(
Z
R
F
問
。
口
。
、
ダ
ウ
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ズ
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ッ
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(
富
山
門
田
町
)
の
五
つ
の
農
業
地
域

第
一
の
農
業
地
域
で
あ
る
ノ

i
ス
・
ケ
ン
ト
は
肥
沃
な
ロ
ウ
ム

か
ら
成
り
、
こ
の
地
域
で
は
主
に
穀
物
生
産
が
行
な
わ
れ
て

(-omwB) 

い
九
九
そ
し
て
こ
の
地
域
は
ロ
ン
ド
ン
へ
の
主
要
な
穀
物
供
給
地
と
し

ハ
6
)

て
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
耕
作
地
が
全
体
の
六
七
・
コ
一
%
を

占
め
、
他
の
地
域
と
比
較
し
て
耕
作
地
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
か
っ

勺
放
牧
地
の
占
め
る
割
合
は
一
七
二
ハ
宅
、
森
林
の
占
め
る
割
合

は
八
・
二
%
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
マ

l
シ
ュ
の
占
め
る
割
合
は
五
・
五

Mm
で
あ
り
、
牧
草
地
の
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
一
必
で
あ
っ
た
ω

こ
の

二
八
五



一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

二
八
六

地
域
は
一
経
首
あ
た
り
の
平
均
耕
作
面
積
も
三

0
・
二
エ
イ
カ

l
で
最
大
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
域
で
生
虚
さ
れ
た
穀
物
に
つ
い
て
は
、

小
麦
が
耕
作
面
積
の
四
五
・
九
銘
を
占
め
最
も
多
く
、
大
麦
が
一
三
一
了
二
%
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
小
麦
と
大
麦
と
の
合
計
は
耕
作
面
積
全

体
の
七
九
・
一
俗
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
エ
ン
ド
ウ
〈

HMg由
〉
と
ソ
ラ
一
旦
(
切
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Dろ
と
が
一
三
・
七
労
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
ハ
吋
包
括
的
)
が

四
・
三
%
、
そ
し
て
燕
麦
は
四
Mm
で
あ
っ
た
Q

こ
の
地
域
に
お
け
る
輪
作
は
、
小
麦
l
大
麦
i
休
閑
地
な
い
し
豆
類
で
あ
っ
た
。
こ
の
地

域
に
お
け
る
牧
畜
に
つ
い
て
は
、
一
経
営
あ
た
り
の
飼
育
頭
数
は
、
牛
が
六
頭
で
他
の
地
域
と
比
較
し
て
最
も
少
な
く
、
羊
は
四
九
頭
で

あ
っ
九
月
こ
れ
に
対
し
て
馬
は
四
頭
で
第
二
の
農
業
地
域
と
並
ん
で
最
も
多
か
っ
か
噌

第
二
の
農
業
地
域
で
あ
る
ダ
ウ
ン
ズ
は
、
白
血

様
に
、
主
に
穀
物
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域
で
は
耕
作
地
が
全
体
の
五
四
・
三
倍
を
占
め
、
耕
作
地
の
占
め
る
割
合
は
第
一

の
農
業
地
域
に
次
い
で
高
か
っ
九
日
〉
森
林
の
占
め
る
割
合
は
さ
一
・
七
%
で
あ
り
、
放
牧
一
地
の
占
め
る
割
合
は
一
七
・
五
そ
牧
草
地
め

(
の
げ
同
日
付
)

と
粘
土
台
町
ち
と
か
ら
成
り
、
こ
の
地
域
で
は
措
-
の
農
業
地
域
と
同

占
め
る
割
合
は
五
・
三
労
で
あ
っ
た
。
と
の
地
域
で
生
産
さ
れ
た
穀
物
に
つ
い
て
は
、
小
麦
が
耕
作
面
積
の
四
三
%
を
占
め
最
も
多
く
、

(
日
)

大
麦
は
二
四
・
九
%
で
あ
っ
た
。
次
い
で
燕
麦
が
一
七
%
で
あ
り
、
エ
ン
ド
ウ
と
ソ
ラ
立
と
が
七
・
四
Mm
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
が
六
・
六

必
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ラ
イ
麦
は
わ
ず
か
一
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
一
経
営
あ
た
り
の
平
均
耕
作
両
積
は
二
七
エ
イ
カ
l
で、

第
一
の
農
業
地
域
に
次
い
で
大
き
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
地
域
に
お
け
る
輪
作
は
非
常
に
多
様
で
め
っ
て
、
粘
土
の
地
帯
で
は
小
麦
1

燕
麦

ま
た
は
エ
ン
ド
ウ
1

休
閑
地
で
あ
り
、
白
亜
の
地
帯
で
は
小
麦
i
大
麦
1

豆
類
ま
た
は
休
閑
地
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
連
作
は
好
ま
し
く
な

一
経
営
あ
た
り
の
飼
育
頭
数
は
、

が
、
羊
は
五
二
頭
で
第
四
の
農
業
地
域
と
並
ん
で
二
番
目
に
多
か
っ
た
。
ま
た
馬
は
四
頭
で
第
一
の
農
業
地
域
と
並
ん
で
最
も
多
か
っ

た
@

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

」
の
地
域
に
お
け
る
牧
畜
に
つ
い
て
は
、

牛
は
六
・
五
頭
で
少
な
か
っ
た



第
三
の
農
業
地
域
で
あ
る
ウ
ィ

i
ル
ド
は
、
重
粘
で
そ
れ
ほ
ど
肥
沃
で
な
い
粘
土
と
砂

と
か
ら
成
り
、
耕
作
が
容
易
で
な

く
恒
常
的
に
施
肥
を
必
要
と
し
た
た
め
、
大
規
模
な
穀
物
生
産
は
稀
で
、
牛
の
飼
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域
で
は
放
牧
地

が
全
体
の
四

0
・
二
形
、
牧
草
地
が
一
五
・
五
%
で
あ
っ
て
、
放
牧
地
と
牧
草
地
と
を
合
わ
せ
る
と
主
五
・
七
%
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ

(
白
川
口
丘
一
)

に
対
し
て
耕
作
地
の
占
め
る
割
合
は
二
九
・
五
Mm
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
森
林
の
占
め
る
割
合
は
一
四
・
七
勿
で
あ
っ
た
。
こ

の
地
域
に
お
い
て
は
牛
の
飼
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
民
が
一
二
エ
イ
カ

l
の
穀
物
を
生
産
し
て
い

た
。
こ
の
地
域
じ
お
け
る
穀
物
生
産
に
つ
い
て
は
、
牛
の
飼
料
用
の
燕
麦
が
主
要
作
物
で
あ
っ
て
、
耕
作
面
積
の
四
九
・
七
Mm
を
占
め
て

い
九
日
〉
ま
た
小
麦
が
三
八
・
二
労
、
エ
ン
ド
ウ
が
六
・
八
考
ラ
イ
麦
が
三
銘
で
あ
っ
た
。
他
方
大
麦
は
土
壌
の
性
質
が
不
向
き
で
あ
っ

た
た
め
に
わ
ず
か
ニ
・
四
Mm
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
粘
土
の
地
帯
で
は
燕
麦
が
唯
一
の
土
壌
の
性
質
に
適
合
的
な
作
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

他
の
地
帯
で
は
小
麦
と
燕
麦
と
の
輪
作
が
行
な
わ
れ
、
一
ニ
1
l
四
年
ご
と
に
休
閑
地
と
さ
れ
た
Q

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
牧
畜
は
施
肥
の
面

か
ら
も
璽
要
で
あ
っ
た
が
、
家
畜
の
平
均
飼
育
頭
数
は
牛
が
一
一
頭
で
第
五
の
農
業
地
域
に
次
い
で
多
か
っ
た
。
し
か
し
羊
は
四
八
頭
、

馬
ほ
二
・
玉
頭
で
、
い
ず
れ
も
他
の
地
域
と
比
較
し
て
最
も
少
な
か
っ
た
。

第
四
の
農
業
地
域
で
あ
る
サ
ン
ド
ス
ト
ウ
ン
・
リ
ッ
ヂ
は
、
軽
質
土
壌
で
あ
る
砂
岩

合
農
業
が
行
な
わ
れ
て
い
匂
こ
の
地
域
で
は
放
牧
地
が
全
体
の
四
三
・
八
街
、
牧
草
地
が
一
七
・
二
銘
で
あ
っ
て
、
放
牧
地
と
牧
草
地

と
を
合
わ
せ
る
と
六
一
緒
を
占
め
て
い
た
。
耕
作
地
の
占
め
る
割
合
は
三
四
・
一
労
で
あ
っ
た
。
森
林
は
五
・
一
労
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

(SEago) 
か
ら
成
り
、
こ
の
地
域
で
は
混

こ
の
地
域
に
お
け
る
穀
物
生
産
に
つ
い
て
は
、
小
麦
が
耕
作
面
積
の
三
九
・
一

umで
あ
り
、
土
壌
の
性
質
が
適
合
的
な
た
め
大
麦
が
三
一

(
幻
)

・
一
%
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
小
麦
と
大
麦
と
を
合
わ
せ
る
と
耕
作
面
積
の
七

0
・
二
劣
を
占
め
て
い
た
。
次
い
で
燕
麦
が
三
了
八
労
、

ー
エ
ン
ド
ウ
と
ソ
ラ
豆
と
が
一
一
・
七
労
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
が
五
・
一
一
一
労
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ウ
ツ
ク
家
の
農
業
経
営

一
経
営
あ
た
り
の
平
均

二
八
七



一
七
世
記
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

二
八
八

耕
作
面
積
は
一
一
了
九
エ
イ
カ

l
で
、
農
民
の
五
分
の
三
は
八
エ
イ
カ
!
な
い
し
そ
れ
以
下
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
牧
畜
に
つ

い
て
は
、
家
畜
の
平
均
飼
育
頭
数
は
牛
が
九
頭
、
馬
が
三
・
五
頭
で
五
つ
の
農
業
地
域
の
中
間
に
位
置
し
た
が
、
羊
は
五
二
頭
で
第
三
の

農
業
地
域
と
並
ん
で
第
五
の
農
業
地
域
に
次
い
で
多
か
っ
た
。

第
五
の
農
業
地
域
で
あ
る
マ

l
シ
ュ
は
肥
沃
な
沖
積
土
(
と

E
三
巴
)
か
ら
成
り
、
南
部
の
ロ
ム
ニ
イ
・
マ
!
シ
ュ

(
阿
佐

u
g
P
4
富
山
l

吋
凹
町
)
、
北
部
の
ア
イ
ル
・
オ
ブ
・
サ
ネ
ッ
ト
(
円
臼
-
o
c
h
寸
宮
山
口
o
c
、
ア
イ
ル
・
オ
ブ
・
シ
ェ
ピ
イ

〈

お

)

を
含
み
、
主
に
牧
羊
と
牛
の
飼
育
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
耕
作
地
は
わ
ず
か
で

〈

H
m
-
0
0同

ω
F
3
U
4
)
、
お
よ
び
テ

ム
ズ
河
岸
(
叶
FmHHH21凹
5
0
)

あ
っ
て
、
土
地
の
大
部
分
は
牧
畜
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
地
域
は
一
同
地
公
立
山
口
仏
)
の
大
農
に
放
牧
地
を
提
供
し
た
。
こ
の
地
域

の
農
民
の
大
多
数
は
穀
物
生
産
も
行
な
っ
て
は
い
た
が
、
小
規
模
で
あ
っ
た
。
生
産
さ
れ
た
穀
物
に
つ
い
て
は
、
小
麦
と
大
麦
と
が
主
な

作
物
で
あ
り
、
そ
の
他
に
燕
麦
も
生
産
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
の
牧
畜
に
つ
い
て
は
二
経
営
あ
た
り
の
飼
育
頭
数
で
は
、
馬
は
一
一
.
一
頭
で
多
く

(

お

)

(

幻

〉

な
い
が
、
牛
は
一
二
頭
で
五
つ
の
農
業
地
域
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
羊
は
一
七
一
頭
で
他
の
農
業
地
域
の
一
二
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
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業
地
域
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
の
農
業
地
域
で
あ
る
ダ
ウ
ン
ズ
は
、
チ
ョ
ー
ク
リ
ン
の
分
類
に
よ
る
第
一
の
農
業
地
域
で
あ
る
ノ
l
ス
・
ケ
ン
ト

と
第
二
の
農
業
地
域
で
あ
る
ダ
ウ
ン
ズ
と
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
地
「
域
で
は
主
に
穀
物
生
産
が
行
な
わ
れ
、
最
大
の
穀
物
は
小
麦
で
、
次
い
で
大
麦
ま

た
は
燕
麦
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、
エ
ン
ド
ウ
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
土
壌
が
浅
い
の
で
施
肥
の
必
要
度
が
高
く
、
そ
の
た
め
に
牧
羊
も
行
な
わ
れ

た
。
小
麦
は
ロ
ン
ド
ン
ま
た
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
他
の
地
方
〈
販
売
さ
れ
た
。
第
二
の
農
業
地
域
で
あ
る
ウ
ィ
i
ル
ド
は
、
パ
イ
・
ウ
ィ
i
ル
ド

(
凶

d
o
同
町
四
日
H
巧
3
5
〉
と
ロ
ウ
・
ウ
ィ
!
ル
ド
(
吋
町
四
戸
0
4
司
巧
2
5
)
と
か
ら
成
り
、
ハ
イ
・
ウ
ィ
l
ル
ド
は
チ
ョ
ー
ク
リ
ン
の
分
類
に
よ
る

サ
ン
ド
ス
ト
ウ
ン
・
リ
ッ
ヂ
に
あ
た
り
、
ロ
ウ
・
ウ
f
l
ル
ド
は
チ
ョ
ー
ク
リ
ン
の
分
類
に
よ
る
ウ
ィ
l
ル
ド
に
あ
た
る
。
こ
の
地
域
は
人
口
が
調

密
な
地
域
で
あ
る
が
土
地
の
多
く
は
ヒ
i
ス
ま
た
は
コ
ピ
ス
ハ
y
g岳

民

g
E
ぉ
与
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
土
地
の
三
分
の
一
が
耕
作
地
、
そ
の
他

が
牧
草
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
の
小
農
は
牧
畜
に
専
業
化
し
て
い
た
。
ま
た
耕
作
地
の
規
模
は
小
さ
く
、
通
常
一
口
エ
イ
カ
i
以
下
で
、
燕
麦
、

小
麦
、
エ
ン
ド
ウ
が
生
産
さ
れ
た
。
第
三
の
農
業
地
域
で
あ
る
マ
i
シ
ュ
は
、
チ
ョ
ー
ク
リ
ン
の
分
類
に
よ
る
マ

I
シ
ュ
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し

て
ロ
ム
ニ
イ
・
マ
l
シ
ュ
で
は
、
自
家
消
費
用
の
穀
類
と
飼
料
と
を
生
産
す
る
た
め
の
必
要
最
少
限
の
耕
作
地
を
除
き
、
土
地
の
大
部
分
は
牧
草
地

と
放
牧
地
と
に
利
用
さ
れ
、
羊
を
中
心
と
し
た
牧
畜
が
行
な
わ
れ
た
。
大
農
は
主
に
牧
音
公
民
芯
巳
口
問
自
己
ぢ
ロ
白
邑
宮
内
向
)
を
行
な
っ
て
い

た
。
他
方
北
部
の
マ
l
シ
ュ
で
は
、
耕
作
地
が
よ
り
広
範
で
あ
っ
た
が
、
牧
斉
も
行
な
わ
れ
、
こ
の
地
帯
は
す
で
に
一
六
世
紀
に
お
い
て
混
合
農
業

地
帯
と
さ
れ
て
い
た
。
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・
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・
弓
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D
U
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門
広
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認
∞
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七
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ケ
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け
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ト
ゥ
ッ
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農
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経
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『
帳
簿
』
か
ら
み
た
経
営

a 

経
首
地
の
存
在
形
態

;L s. d. 

585 1 0 

80 0 0 

51 0 0 

716 1 0 

100 0 0 

*616 11 0 

財産目録 (1616年10月〉

穀物・家畜

現金

受取地代

務{責債

産資

負

純

二
二
六
年
一

O
Aに
ニ
コ
ラ
ス
・
ト
ヮ
ッ
ク
は
、
父
ジ
ョ
ン
か
ら
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
・
エ
ス
テ
イ

ニ
コ
ラ
ス
が
農
業
経
首
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た
財
産
目
録

ハ
1
)

は
、
第
一
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
経
営
を
任
さ
れ
る
と
同
時
に
ニ
コ
ラ
ス
は
v

ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン

ト
の
経
営
を
伍
さ
れ
た
。

-
エ
ス
テ
イ
ト
の
経
営
に
加
え
て
、
リ
チ
守

I
ド
・
ナ
ッ
チ
パ
ル
氏

(γ
向
H
1

・
同
庁
3
m
H
H
1
a

間
口
弘
口
げ
l

0' 
ロ
ドー.炉ー.
'--ノ

か
ら
一
、

一二

O
頭
の
羊
を
購
入
し
て
、
ナ
ッ
ナ
パ
ル
家
か
ら
賃
借
し
た
チ
ェ
イ
ン
・
コ
ー

(

2

)

 

の
二
七
四
エ
イ
カ

I
の
土
地
に
お
い
て
大
規
模
な
牧
羊
を
開
始
し
た
。
『
帳

第 1表

産資

ト
(
(
川
町
市
一
可
白
内
川
口

cロユ〉

簿
』
に
な
さ
れ
た
地
代
の
支
払
い
に
関
す
る
記
録
か
ら
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
所
有
地
、
自
由
保
有
地
、
な

ら
び
に
賃
借
地
は
、
第
二
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
ト
ゥ
ッ
グ
家
の
所
有
地
は
、

ア
シ
ュ
ブ

近
く
の
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
・
エ
ス
テ
イ
ト
、
母
ア
グ
ネ
ス
に
属
す
る
ミ
ル
ス
テ
ッ
ド
な
ら
び
に
ト
ン
グ
の
士
地
か
ら

成
り
立
っ
て
い
た
。
次
に
自
由
保
有
地
は
、
チ
ャ
ー
ト

S
F
R
3
マ
ナ

i
、
グ
レ
イ
ト
・
リ
プ
ト
ン
ー
の
詰
注
目
立
。

ε

ォ
l
ド
(
〉
田
町
同
。
吋
仏
)

ル
ヴ
ァ

i
(阿
川
巾
円
己
寸
∞
叶
)

マ
ナ

l
、
レ
カ

マ
ナ

i
、
ゥ
ォ

l
ル
(
毛
田
口
)

マ
ナ

l
、
お
よ
び
ポ

l
ト
ン
(
図
。
口
問
F
Z
D
)

マ
ナ
ー
か
ら
保
有
し
て
い
た
土

地
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
賃
借
地
は
叔
父
ト
ゥ
ッ
ク
(
勾
叶
。
}
内
巾
)
か
ら
賃
借
し
て
い
た
土
地
、
サ

l
・
ノ

1
ト
ン
・
ナ
ッ
チ

バ
ル

(ω
町

Z
o
ユO
D

丙
ロ
目
付
U
ヴ
色
目
)
か
ら
賃
借
し
て
い
た
チ
ェ
イ
ン
・
コ

i
ト
の
土
地
、
タ
フ
ト
ン
(
寸
三
件
。
ロ
)
家
か
ら
貸
借
し
て
い

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

二
九



コ
七
世
紀
初
頭
の
ケ

γ
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営
」

rent， Feefarm-rent) 

1620-21 1623-24 1624-25 1625-26 1620-27 1627-28 1628-29 1629ι30 

:L 5， d， J:，. s. d.. 土: S. 0 .-J::.. s. c1 L s. d. .:f.. s. d. J:.. S，' d. ii:. s， d 

31 0 0 

25 0 0 

rO 3 4 to 3 <1 10 3 4 jO 5 7 10 5 7 iO 5 7 10 5 7 1'0 5 7 

21 5 0 21 5 0 21 5 0 21 5 0 44 15 10 21 12 6 

9 2 6 18 5 0 36 10 0 36 10 0 18 5 0 36 10 0 

189 4 6 

• o 13 4 o 13 4 o 13 4 o 13 4 o 13 4 o 6 8 

51 0 0 25 10 0 23 10 0 46 0 0 50 10 0 51 0 0 25 10 0 

25 10 0 

'76 0 0 76 0 0 38 0 0 38 0 0 76 0 0 76 0 0 76 0 0 

tO 0 1O} 

t1 18 5 t3 18 8t t3 18 8 13 18 8士

rO 11 6 tO 11 6 

tO 0 5 tO 0 5 tO 0 5 tO 0 5 to 0 5 

to 3 10 

tO 1 4 

6 0 0 6 0 0 6 0 0 6 0 0 6 0 0 3 0 0 

tI 13 4 tl 13 4 

1'0 0 4十 to 0 4+ 10 0 4+ to 0 4} 1"0 0 <1士
~1 8 4 f1 8 4 t1 8 4士

o 5 2 

15 0 0 

15 0 0 

34 0 0 

Quit-rent， Lord's Ct 

二
九
二



トゥック家の所有地，自由保有地，ならびに賃借地:1616~1630 

1616-17 1617-18 1618-19 1619-20 

1 Godinton F町田 父 JohnToke 
.;t;. S. d. 8£5;s0.d 0 £85二 &0G0• 4£21s0.d 0 

2 Worting & Mi旭ted， 父 JohnToke 

3 Tong 時 AgnesToke 25. 0 0 50 0 0 25 0 0 

4 Bonnington ro 3 4 rO 3 4 tO 5 7 to 3 4 

父 JohnToke 28 0 0 . 叔父 R.Toke 21 5 0 21 5 0 10 12 6 

Tuf同m 家

5 Cheyne Court Sぽ N.Knatchbull 327 17 0 327 17 0 378 9 1 378 9 0 

6 
ennery at 

叔父 R.Toke o 6 8 o 13 4 o 13 4 o 6 8 the Leacon 

7 I Louden， etc. Tufton 家 12 0 8 22 9 4 9 5 0 

8 I Mayoes pett 7 0 0 

9 Rowbrooks 25 0 0 12 10 0 

10 coldteed atnhd e Erooks υean and 。fChCaapntteer rbury 
11 little .Cheyne Court R. Knatchbull 27 0 0 9 0 0 

12 Dibbles rO 1 0 

13 
GYF田Oaoddursdir nhatEuonrlnd ms，tsB-，NewWVe聞woinrsdttteeiFnnregle-， t， 

υean扇百o七f百CaFnteer rbury 
t1 18 5 t1 18 5 

(Chart マナー〉

Tufton 家ipto 
ぐGreatRi otooマナー〉

--cu干百E画面 Cahnedquers 、eeolvCearntaeマrbナurーy〉14 (Recu 

15 M町l
S〈Wmayltlhマ家ナー〉

16 Nicholas 
4実母 E. Toke 

17 Bearsland Finch 家

18 Harpe 
〈勘喝hton マナー〉

19 τEInEEEEotEhTer land， s 

20 τ示直Wheaaldlanin d Marsh Steeevens o 5 2 o 10 4 

21 WarehRoormne neiy n Marsh Mr. Heyman 

22 Milsted 
Brother“in-Iaw 

Tilden 家

23 T Jo加1Kenward 9 3 0 

24 T White 

第 2表

コ
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
ち
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営
」

二
九
三



表

3 4 1 

5 9 9 0 £ 司可 7
受14 0 8 1 取

士也

d 2 2 0 8 8 

し
て
い
た
土

ヨ
ー
ク
リ
ン

ッ
デ
、
そ
し

人
用
い
て
い

表
に
示
し

L
示
し
た
土

iJI5 
0) 

土
地
は

第3

1616-17 

1617-18 

1618-19 

1623-24 

1624-25 

1625-26 

1626-27 

1628-29 

1629-30 

現金を合

現金，債

現金， {責

現金を含

二
八
年
か
ら

一
六
三

O
年
に
至
る
全
期
聞
を
二
ハ
一
六
年
か
ら
一
六
一
二
年
ま
で
の

期
間
と
一
六
二
三
年
以
後
の
期
間
と
に
二
分
し
て
考
え
て
み
た
場
合
、

-ょっ
μ

つ
O
A
U
Z

前
者
の
期
間
に
お
い
て
サ

l
・
ノ
ー
ト
ン
・
ナ
ッ
チ
パ
ル
か
ら
賃
借
し

て
い
た
約
三

O
O
エ
イ
カ

l
の
チ
エ
イ
ン
・
コ
ー
ト
の
土
地
が
後
者
の
期
間
に
お
い
て
は
賃
借
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は

後
に
検
討
す
る
よ
う
に
前
者
の
期
間
と
後
者
の
期
間
と
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
経
首
の
性
格
の
変
化
の
反
映
で
あ
る
。

ハ
5
〉

と
こ
ろ
で
一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
州
の
中
で
最
も
広
範
な
固
い
込
み
地
が
存
在
し
て
い
た
州
で
あ
っ
た
。

ま
た
州
の
東
部
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
畑
が
囲
い
込
ま
れ
て
お
り
、
当
州
で
は
畑
の
規
模
は
一
般
に
小
さ
く
、
殊
に
ウ
ィ
!
ル
ド

と
サ
ン
ド
ス
ト
ウ
ン
・
リ
ッ
デ
と
に
お
い
て
は
一

O
エ
イ
カ

i
以
上
の
畑
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
畑
の
平
均
面
積
は
三

l
七
エ
イ
カ
!
の
間
で
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一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
襲
ノ
業
経
営

二
九
六

b 

穀
物
生
産

ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
、
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
、
ス
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ー
ド

(ω
考
古
砂
丘
)
、

麦
、
お
よ
び
豆
類
の
生
産
を
行
な
っ
て
い
た
。
『
橿
簿
』
か
ら
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
の
畑
に
お
い
て
い
か
な
る
輪
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
を

(
1〉

知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
毎
年
数
十
エ
イ
カ

l
の
畑
が
休
閑
地
に
さ
れ
て
い
た
。
と
も
あ
れ
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
穀
物
の
有

九一2γ

高
は
、
第
四
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

ミ
ル
ス
テ
ッ
ド
等
の
畑
に
お
い
て
小
麦
、
大
麦
、
燕

小
麦
は
、

コ
ウ
ル
ド
リ

l
ド
(
口
。
目
白
円
。
。
仏
)
、
ク
ロ
ブ
ツ
(

(

U

B

片
的
)
、
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
、

マ
1
ド
ル

(ζ
凶
丘
。
ヮ
、

マ
ヨ
ウ
ス
・
ベ
ッ

ス
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ー
ド
等
の
畑
に
作
付
さ
れ
た
。
小
麦
の
作
付
に
つ
い
て
は
『
帳
簿
』
か
ら
は
一
六
一
七
年
に
二

O

(
3
)
 

エ
イ
カ

l
の
播
種
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
の
ケ
ン
ト
に
お
い
て
は
小
麦
の
収
穫
量
は
一
エ
イ
カ

I
あ
た
り
一
二
1
i
四
グ
ォ

(

4

)

 

i
タ
ー
で
あ
っ
た
の
で
、
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
翠
三
ハ
一
八
年
の
収
穫
時
に
は
六

O
l八
O
ク
オ
ー
ダ
ー
の
小
麦
の
収
穫
が
あ
っ
た
と
考

ト
(
呂
町
凶
可
。
。
印
匂
2
3
、

え
ら
れ
る
。
ト
ゥ
ッ
グ
経
営
で
は
小
麦
は
種
子
に
用
い
る
た
め
の
も
の
が
購
入
さ
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
有

高
か
ら
計
算
す
る
と
ト
ゥ
ッ
グ
経
営
で
は
多
い
年
に
は
約
六

O

入

O
エ
イ
カ

i
の
小
麦
の
作
付
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

大
麦
は
、
ホ

i
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
(
回
目
口
口
0
5
)

、
グ
ロ
フ
ツ
、
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ッ
ク
ス

(
H
M

釘
宵
o
o
w
由
)
等
の
畑
に
作
付
さ
れ
た
。
当
時
の

ケ
ン
ト
に
お
い
て
は
大
麦
の
収
穫
量
は
一
エ
イ
カ

i
あ
た
り
四
i
五
グ
オ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
の
で
、
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
有
高
か
ら
計

算
す
る
と
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
多
い
年
に
ほ
約
二

O

三

οエ
イ
カ
!
の
大
麦
の
作
付
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

燕
麦
は
、

コ
ウ
ル
ド
リ
!
ド
、

マ
ヨ
ウ
ス
・
ペ
ッ
ト
、

一
ゴ
テ
ス

(
Z片
ycHω
回
)
、
ワ

l
テ
ィ
ン
グ

(
当
。
吋
門
戸
ロ
四
)

等
の
畑
に
作
付
さ

れ
た
。

円
帳
簿
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
燕
麦
の
刈
取
り
面
積
は
、

一
六
二
五
年
か
ら
一
六
二
八
年
ま
で
の
期
間
に
は
二
一
・
五

l
二
五
エ



第4表 ミクルマスにおける穀物の有高

七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

一麦 大 麦 燕 麦 豆類

q brs d q. b. £sfj 
q. b. ，i. s. d. q. b. ，i. s. d. 

1617 154 0:116 12 0 42 0 29 30 0 10 10 0 2 0 300 
1618 32 0 25 12 0 38 0 19 0 0 ? 10 0 0 
1619 90 01 90 0 0 46 0 30 13 4 42 0 14 0 0 29 0 19 4 0 

1624 283 0 153 12 0 74 0 74 0 0 18 0 8 2 01 3 ? 76 14 0 
1625 493 0 173 0 0 5124 5 91 19 0 655 4 18 13 4 ? 43 13 0 
1626 788 5 156 79 77 0 61 120 896 0 38 8 0 ? 34 0 0 
1627 9290 0 409 16 8 1061 0 41 14 8 11107 0 39 00 守 21 15 0 

lωl12172 問。 ~I 591590h い。 ~I
1630 1 1481 0183 0 0 37 41 56 5 01 1551 01 40 6 

1. Wheat & Oats 20q.， ，i.12.0.0を含む。他に20エイカ一分の種子，i.40.0.0
を含む。

2. ひね5q.， ，s10.0.0を含む。
3. ひね4q. 6 b.， ，i.2.11.9を含む。
4. ひね4q.， ，i.8.0.0を含む。
5. ひね7q. 5 b.， ，i.6.2.0を含む。
6. ひね2q. 4 b.， ，i.1.0.0を含む。
7. ひね8q. 5b.， ，i.16.7.9を含む。
8. ひね6q.，，i.2.8.0を含む。
9. ひね40q.，，i.60.0.0を含む。他lこ51/2エイカ一分の種子，i.16.0.0を含む。
10. ひね8q .， ，i.6.8.0を含む。
11. ひね50q .， ，i.20. O. 0を含む。
12. ひね100Q.，5 b.， .i.l60.0.0を含む。
13. ひね10Q.，A，5.0.0を含む。
14. ひね3Q.， ，i.7.10.0を含む。
15. ひねlOQ.，，i.7.10.0を含む。

九
七



一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

小麦，大麦，燕衰の価格指数(1450-99ニ=100)

麦 大 麦 燕 麦

1617 647 624 616 

1618 511 565 603 

1619 450 493 661 

1620 366 391 539 

1621 598 670 730 

1622 763 886 596 

1623 573 648 599 

1624 625 614 607 

1625 637 745 768 

1626 521 577 517 

1627 427 443 532 

1628 525 690 667 

1629 609 825 741 

1630 881 1，277 1，034 

第 5表

二
九
人

(

6

)

 

イ
カ
ー
で
あ
っ
た
。

ト
ゥ

γ
ク
経
営
で
は
豆
類
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
フ
ィ

l

ル
ド
(
出
』
n
-
a
h
F
O
E
)
、
オ

l
チ
ャ

l
ド
(
。

R
Y
R円同一)、

ス
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
畑
等
に
作
付
さ
れ
た
。
豆
類

と
し
て
は
、
ソ
ラ
豆
、

(
7
)
 

ウ
が
あ
っ
た
。

エ
ン
ド
ウ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド

『
帳
簿
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
豆
類

J. Thirsk (ed.)， op. cit.， pp. 820-821. 

での
あ刈
つ取
た宮り
山面
積
は
多

年
で
も。
こ工

イ
カ

程
度

ト
ゥ
ッ
グ
経
営
で
は
、
燕
麦
と
豆
類
と
は
家
畜
の

飼
料
と
し
て
主
に
自
家
消
費
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
穀
物
全
体
と
し
て
考
え
て
み
て
も
二
ハ
一
七
年

か
ら
一
六
一
九
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
よ
り
も
一

六
二
四
年
以
後
の
期
間
に
お
け
る
方
が
よ
り
多
く
の

生
産
が
行
な
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
二
ハ
一
七
年

か
ら
一
六
コ
一

O
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
小
麦
、
大

麦
、
燕
麦
の
価
格
は
、
指
数
で
示
せ
ば
第
五
表
の
通

一
六
一
七
年
か
ら
二
ハ
一
九
年
ま
で
の

り
で
あ
り
、



期
間
に
お
け
る
よ
り
も
一
六
二
四
年
以
後
の
期
間
に
お
け
る
方
が
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
@
従
っ
て
ト
ゥ
ッ
グ
経
営
に
お
け
る
穀
物
生

産
の
拡
大
を
惹
起
し
た
原
因
は
、
穀
物
価
格
の
変
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
、
全
期
間
を
通
じ
て
穀
物
の
大
規
模
な
購
入
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
生
産
さ
れ
た
穀
物
の
う
ち
『
帳
簿
』

に
穀
物
の
販
売
に
関
す
る
記
録
が
な
さ
れ
て
い
る
一
六
一
七
ー
一
八
年
に
は
小
麦
(
当

F
S
H
-
g
q
項
目
戸
市
主
)
コ
一
七
グ
オ
ー
ダ
ー
、
大
麦

(

9

)

 

二
九
ク
ォ
!
タ

l
四
ブ
ッ
シ
ェ
ル
、
燕
麦
二
三
グ
オ
ー
ダ
ー
が
、
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
自
宅
と
ア
シ
ュ
フ
ォ
ー
ド
と
で
販
売
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
ト
ゥ
ッ
グ
経
営
に
お
い
て
は
穀
物
生
産
は
、

一
体
い
か
な
る
労
働
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
、
労
働
力
の
担
い
手
と
し
て
定
雇
と
臨
時

雇

|男子|女子|合計
人 人 人

1617-18 4 1 5 

1618-19 5 1 6 

1619-20 4 。 4 

1620-21 5 1 6 

1623-24 6 1 7 

1624-25 9 1 10 

1625-26 10 2 12 

1626-27 12 2 14 

1627-28 14 2 16 

1628-29 17 2 19 

1629-30 12 4 16 

定第 6表

雇
と
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
定
雇
に
つ
い
て
は
、
第
六
表
に
示
し

た
通
り
で
あ
り
、
定
雇
は
農
作
業
全
般
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
賃
銀
は
通
例
半
年
分
ず
つ
支
払
わ
れ
た
が
、

一
年
分
に

換
算
す
る
と
男
子
の
場
合
に
は
一
|
八
ポ
ン
ド
の
支
弘
い
が
な
さ

れ
て
お
り
、
ァ
l
二
ポ
ン
ド
の
支
払
い
を
受
け
た
の
は
少
年

9
0
5

で
、
成
年
男
子
の
労
働
者
の
多
く
は
四

i
五
ポ
ン
ド
の
支
払
い
を

受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
女
子
の
労
働
者
に
対
し
て
は

年
二
ポ
ン
ド
二
シ
リ
ン
グ
か
ら
三
ポ
ン
ド
の
賃
銀
が
支
払
わ
れ

た
。
次
に
臨
時
一
一
履
に
は
、
日
決
め
賃
銀
で
雇
わ
れ
る
労
働
者
と
出

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

来
高
賃
銀
で
雇
わ
れ
る
労
働
者
と
が
い
た
。
以
下
主
な
作
業
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
。

二
九
九



一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ヮ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

三
0
0

当
時
の
ケ
ン
ト
に
お
い
て
は
穀
物
の
播
種
の
時
期
は
地
域
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
異
な
る
が
、

小
麦
は
普
通
ミ
ク
ル
マ
ス
か
ら
一
一
月

末
、
大
変
は
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
の
存
在
し
た
ア
シ
ュ
フ
ォ
ー
ド
で
は
四
月
初
め
か
ら
五
月
半
ば
、
燕
麦
は
二
月
か
ら
つ
一
月
半
ば
ま
で
の
問
で

あ
っ
ハ
問
。
播
種
に
さ
さ
だ
っ
て
小
麦
と
大
麦
と
の
場
合
に
は
コ
一
回
、
燕
麦
の
場
合
に
は
一
回
の
翠
耕
を
行
な
う
の
が
通
例
で
あ
っ
柏
戸

吋
帳
簿
』
に
は
一
六
一
八
年
か
ら
一
六
一
一
八
年
ま
で
の
期
間
に
毎
年
翠
先
(
立
。
看
守
O

口
)
等
箪
に
関
す
る
支
出
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

一
六
ニ
七
年
か
ら
一
六
三

O
年
ま
で
の
期
間
の
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
財
産
目
録
に
は
三

l
六
台
の
輩
、

見
ら
れ
ぬ
い
ま
た
一
六
三

O
年
に
は
人
頭
の
役
畜
用
の
馬

9
2
8田
沙
門

3
5

五
l
七
台
の
二
輪
車

(
Bユ
)
が

も
飼
わ
れ
て
い
た
が
、
全
期
間
に
わ
た
っ
て
六
|

O
頭
の
役
畜
用
の
牛

(
U〉

で
あ
る
。
従
っ
て
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
に
お
い
て
は
整
耕
は
、
経
営
内
の
翠
と
牛
と
を
用
い
て
、
通
常
定
麗
が
行
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

(
者
。
吋
W
O
H・
印
)

が
飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
翠
の
牽
引
に
は
牛
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う

耕
平
耕
の
た
め
に
臨
時
一
雇
一
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
翠
耕
が
臨
雇
時
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
一
エ
イ
カ

l

(
日
〉

あ
た
り
四
シ
リ
ン
グ
か
ら
四
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
、
大
麦
の
播
種
期
に
は
一
日
あ
た
り
五
シ
リ
ン
グ
が
支
払
わ
れ
た
。

耕
平
耕
後
小
麦
の
播
種
に
さ
き
だ
っ
て
施
肥
が
な
さ
れ
た
。
施
肥
は
大
麦
の
播
種
期
に
お
い
て
も
、
ま
た
休
閑
地
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ

た
。
肥
料
と
し
て
は
堆
肥
(
円
O
B吉
田
門
)
お
よ
び
家
苔
の
糞
公
C
D
m
)

が
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
が
、
ウ
ィ

l
ル
ド
で
は
泥

灰
土

(
S
R】
)
が
有
効
な
肥
料
で
あ
っ
た
の
で
広
範
に
施
さ
れ
た
。
ま
た
ウ
ィ

l
ル
ド
と
サ
ン
ド
ス
ト
ウ
ン
・
リ
ッ
デ
と
に
お
い
て
は
石

円

η〕

灰
(
ロ
H
H
5
)

も
用
い
ら
れ
た
。
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
肥
料
と
し
て
家
畜
の
糞
、
石
灰
、
泥
灰
土
、
豆
類
の
刈
株

eaao門
賞
主
窓
口
)
等

が
施
さ
れ
た
が
、
家
畜
の
糞
の
施
肥
に
対
し
て
は
二

O
ロ
ウ
ド
あ
た
り
四
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
た
。

種
子
は
通
常
農
民
自
身
の
も
の
か
隣
人
か
ら
購
入
し
た
も
の
が
播
か
れ
た
が
、
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
に
お
い
て
も
種
子
は
自
己
の
も
の
と
隣

門
別
)

人
か
、
り
購
入
し
た
も
の
と
が
潤
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
@
小
麦
の
播
種
お
よ
び
粗
耕
(
目
。
三
品

ω邑
H
H

尽
き
項
目
口
問
)

に
対
し
て
は
一
エ



合。

イ
カ

i
あ
た
り
}
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
た
。

一
日
あ
た
り
一

C
ぺ
ン
ス
か
ら
一
シ
り
ン
グ

〈

忽

)

が
支
払
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
大
変
畑
で
は
一
日
あ
た
り
六
ペ
ン
ス
か
ら
一
シ
リ
ン
グ
が
支
払
わ
れ
た
。

(
お
)

収
穫
は
日
十
い
地
域
で
は
大
麦
は
七
月
初
め
、
小
麦
は
七
且
末
に
始
ま
っ
た
。
ト
ゥ
ッ
グ
経
営
で
は
収
穫
は
八
1

九
尽
に
行
な
わ
れ
た
よ

除
草
(
司
詰
円
山
宮
崎
)
に
対
し
て
は
、

小
麦
畑
で
は
一
エ
イ
カ

l
あ
た
り
一

0
シ
リ
ン
グ
、

う
で
あ
る
。
小
衰
の
刈
取
り
に
対
し
て
は
一
ヱ
イ
カ
!
あ
た
り
一
シ
リ
ン
グ
二
ペ
ン
ス
か
、
り
七
シ
リ
ン
グ
が
文
弘
か
れ
た
が
、
四
シ
リ
ン

(
M
U
 

グ
六
ペ
ン
ス
支
払
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
大
麦
の
刈
取
り
に
対
し
て
は
一
エ
イ
カ

l
あ
た
り
一
シ
リ
ン
グ
一
ペ
ン
ス
か
ら
一
シ
リ

ン
グ
八
ペ
ン
ス
、
大
麦
を
束
ね
る
作
業
に
対
し
て
は
一
エ
イ
カ

i
あ
た
り
一
シ
リ
ン
グ
か
ら
一
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
、
刈
取

(

お

)

り
と
束
ね
る
作
業
と
の
両
方
に
対
し
て
は
一
エ
イ
カ

1
あ
た
り
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
燕
麦
の
刈
取
り
に
対
し

て
は
一
エ
イ
カ

1
あ
た
り
一
シ
リ
ン
グ
か
ら
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
、
束
ね
る
作
業

ι対
し
て
は
一
エ
イ
カ

l
あ
た
り
一

0
ペ
ン
ス
か
ら

一
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
、
刈
取
り
と
束
ね
る
作
業
と
の
両
方
に
対
し
て
は
二
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
が
支
弘
わ
れ

M
W
豆
類
の

収
穫
に
つ
い
て
は
、
ャ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
の
刈
取
り
に
対
し
て
は
一
エ
イ
カ

l
あ
た
り
一
一
一
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
か
ら
六
シ
リ
ン
グ
、
ソ
ラ
亙

ハ
釘
)

の
刈
取
り
に
対
し
て
は
六
シ
リ
ン
グ
、
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て
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ウ
の
刈
取
り
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対
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四
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リ
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ま
た
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収
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燕
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(
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経
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羊の購入頭数

1616-17 1，221頭

1617-18 497 

1618-19 109 

1619-20 275 

1620-21 12 

1624-25 114 

1625-26 103 

1626-27 112 

1627-28 51 

1628-29 60 

1629-30 12 

第7表円
。
ロ
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ン
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巧
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。
B
叩〉、

、
ル
ス
テ
ッ
ド
等

に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。

ま
ず
牧
羊
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
飼
わ

れ
て
い
た
羊
は
、
背
の
高
い
マ

i
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ブ
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白
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丘
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ム毛R ュ
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i主ブ
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七 T

秀 k
，_〆「
::;::. ::>" 
刀て 同・

し E
た EL

ず

B
a
)

通
り
で
あ
る
。
他
方
羊
の
販
売
頭
数
は
、
羊
皮
(
凹
E
D
)

の
形

で
販
売
さ
れ
た
分
を
含
め
て
、

二

二

六
1

一
七
年
に
一
六
六

頭
以
上
、

一
六
一
七
i
一
八
年
に
四
四
七
頭
、

一
ム
ハ
一
八

l

九
年
に
六
四
二
頭
以
上
、
そ
し
て
二
ハ
一
九
二

O
年
に
三
六

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

ミクルマスにおける羊の有高

牝 羊 ヰ土 羊 仔 羊 〆ロ主 言十

頭 ;[， s. d. 頭 ;[， s. d. 頭 ;[， s. d. 頭 ;[， s. d. 

1617 704 388 4 6 496 364 4 0 417 129 15 6 1，617 882 4 0 
1 1 

1618 819 480 8 0 910 615 14 0 489 185 3 0 2，264 1，295 1 0 

1619 835 456 13 6 770 500 18 0 561 182 6 6 2，166 1， 139 18 0 
* 1620 896 517 19 0 816 524 12 0 519 168 13 6 2，230 1，211 4 6 

1624 91 88 10 0 
13281410 

2 168 18 6 

1625 13 ? 3 ? 13? 3 ? 15 0 Oi~ 271 ~ 139 0 0 
1626 113 63 0 0: 187 116 68 17 2 01 357 196 8 8 

1627 168 78 0 O! 159 91 13 0 1341 47 18 01 461 217 11 0 

2281 山 00| 13;|4410 268 12 6 

1630 2841 138 8 0 1981 109 14 Oi 1971 64 2 679 312 4 0 

第 8表

三
O
五

1.. 46 Wether Rigg & ewelambsを含む。

2. 24 sh巴巴p;[，8.0.0を含む。

3. 牝羊と牡羊との合計で， 204頭， ;[，117.4.0 

4. 17 sheep， ;[，6.16.0 



一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ヮ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

(

2

)

 

七
頭
で
あ
っ
た
。
ま
た
羊
毛
の
販
売
に
関
し
て
は
、

O
六

『
帳
簿
』
に
は
一
六
一
七
年
に
約
一
七
パ
ッ
ク
を
一
一
一
七
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
で

二
ハ
一
九
年
に

販
売
し
た
記
録
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
羊
毛
の
有
高
は
、

一
六
一
八
年
に
二

O
パ
ッ
ク
、

一
六
パ
ッ
ク
、
そ
し
て
一
六
三

O
年
に
約
七
パ
ッ
ク
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
六
ポ
ン

F
、

(
3
)
 

二
シ
リ
ン
グ
に
評
価
さ
れ
て
い
る
Q

ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
羊
の
有
高
は
、
第
八
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

羊，羊毛の価格指数

(1450-99=100) 

羊 羊 毛

1617 569 400 

1618 580 428 

1619 574 403 

1620 452 338 

1621 515 316 

1622 546 267 

1623 487 316 

1624 557 326 

1625 544 378 

1626 615 377 

1627 614 417 

1628 615 407 

1629 624 

1630 628 393 

J. Thirsk (ed.)， op. cit.， pp. 
827-828， 845. 

第9表

一
九
二
ポ
ン
ド
、
八
一
ポ
ン
ド

ト
ゥ
ッ
グ
経
営
で
は
ニ
コ
ラ
ス
が
経
営

を
開
始
し
た
一
六
一
六
年
か
ら
一
六
二

O

年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
羊
の
飼
育
頭
数

が
最
も
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
急
に
羊
の

飼
育
頭
数
は
激
減
し
て
数
年
停
滞
し
た

後

一
六
二
七
年
以
後
羊
の
飼
育
函
数
は

増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

一
六

か
。
そ
れ
は
羊
お
よ
び
羊
毛
の
価
格
の
変
動
で
あ
っ
た
。

け
る
羊
の
飼
育
頭
数
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
Q

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
羊
の
飼
育
頭
数
の
変
化
を
惹
起
し
た
原
因
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う

六
年
か
ら
一
六
二

O
年
ま
で
の
期
間
に
お

二
ハ
一
七
年
か
ら
一
六
三

O
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
羊
お
よ
び
羊
毛
の
価
格

て
牧
羊
規
模
の
大
巾
な
縮
小
が
行
な
わ
れ
た
が
、

一
六
二
六
年
以
後
に
お
け
る
羊
の
価
格
、

は
、
指
数
で
示
せ
ば
第
九
表
の
通
り
で
あ
り
、
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
一
六
二

O
年
に
お
け
る
羊
お
よ
び
羊
毛
の
価
格
の
暴
落
を
契
機
と
し

一
六
二
七
年
以
後
に
お
け
る
羊
毛
の
価
格
の

上
昇
と
共
に
再
び
牧
羊
規
模
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
た
。
と
も
あ
れ
一
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
平
均
的
規
模
の
経
営
の
牧
羊
頭
数
が
一
四
二



頭
1616-17 121 

1617-18 38 

1618-19 60 

1619-20 121 

1620-21 25 

1621-22 120 

1623-24 76 

1624-25 49 

1625-26 60 

1626-27 38 

1627-28 20 

1628-29 32 

1629-30 36 

牛の購入頭数第10表ミクルマスにおける牛の有高

頭 £ s. d. 
1617 132 518 10 。
1618 73 350 10 。
1619 81 416 10 。
1620 135 584 16 8 

1624 104 292 10 。
1625 74 276 10 。
1626 100 400 。。
1627 104 369 5 。
1629 97 345 10 。
1630 100 383 。。

第11表

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

頭
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
い
て

牧
羊
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
マ

l
シ
ュ
の
一
経
営
あ
た
り
の
牧

羊
頭
数
が
一
七
一
顕
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
に

お
け
る
牧
羊
頭
数
は
一
七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
大
規
模
な
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
犯

次
に
牛
に
つ
い
て
は
、

ト
ゥ
ッ
グ
経
営
で
は
ケ
ン
ト
(
問
。
ー

ロ
片
山
回
目
戸
。
吋
の
き
巳
吋
可
)
牛
、
チ
ェ
シ
ャ

i
令
官
岳
町
。
)
牛
、

(
巧
巳
田
町
)

北
部

(
Z
R
5
2ロ
)
牛
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ

〈

5
)
た
。
牛
の
購
入
頭
数
は
第
一

O
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
他
方
販
売
頭

数
は
、

牛
が
飼
わ
れ
て
い

一
ム
ハ
一
六
i
一
七
年
に
三
ハ
頭
、

二
ハ
一
七
一
八
年
に
牛
皮

二
ハ
一
九
1

9
5
0
)
の
形
で
販
売
さ
れ
た
一
頭
を
含
め
て
一

O
一
頭
、

〈

6
)

二

O
年
に
六
四
頭
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
牛
の
有
高

第12表牛の価格指数

(1450-99=100) 

1617 581 

1618 587 

1619 555 

1620 521 

1621 487 

1622 496 

1623 514 

1624 494 

1625 601 

1626 604 

1627 593 

1628 565 

1629 578 

1630 590 

。
七

J. Thirsk (ed.)， op. 
cit.， pp. 827-828. 



一
七
世
紀
初
頭
め
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

ミルクマスiニおける乳牛，バター，チーズの有高

バター チーズ

頭 gallons "- s. d. pounds "- s. d. 
1624 10 

1625 11 

1626 [12J 46 6 18 0 1，200 10 。。
1627 14 60 10 。。1，600 13 6 8 
1629 16 32 1，600 16 13 4 

1630 16 48 9 12 0 2，000 20 16 8 

第13表

三
O
入

ミクルマスにおける馬，豚の有高

馬 豚

頭 £ S. d. 頭 I"- s. d. 
1617 4 13 10 。
1618 8 25 10 。
1619 11 41 。。
1620 11 51 。。 1 2 。。
1624 19 77 。。 38 27 5 4 

1625 24 98 。。 49 24 7 。
1926 20 60 。。 54 27 13 4 

1627 21 73 10 。 65 32 4 。
1629 17 70 。 70 33 。。
1630 19 60 。 51 26 17 4 

第14表



は
第
一
一
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

二
ハ
一
七
年
か
ら
一
六
三

O
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
牛
の
価
格
は
、
指
数
で
示
せ
ば
第
一
二
表
の
通
り
で
あ
り
、

二
ハ
一
七
年
か
ら

一
六
二

O
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
よ
り
も
一
六
二
四
年
以
後
の
期
間
に
お
け
る
方
が
や
や
一
品
い
数
字
を
示
し
て
い
る
が
、
ト
ゥ
ッ
グ
経

営
で
は
全
期
間
を
通
じ
て
一

C
C頭
程
度
の
牛
の
飼
育
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

酪
農
に
つ
い
て
は
、
第
一
三
表
に
示
し
た
よ
う
に
一
六
二
四
年
以
後
一

O
i
一
六
頭
の
乳
牛
が
飼
わ
れ
て
お
り
、

一
六
二
六
年
以
後
ミ

ク
ル
マ
ス
に
バ
タ

l
、
チ

l
ズ
の
有
高
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
飼
わ
れ
て
い
た
乳
牛
は
チ
ェ
シ
ャ

1
産
の
長
角
牛

(Zi

ハ
7
)

口
開
討
O
吋
ロ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
馬
、
豚
の
有
高
は
第
一
回
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
馬
は
一
ム
ハ
二
ハ
l
一
七
年
に
三
頭
、

二
ハ
一
七

ー
一
八
年
に
五
頭
、

二
つ
二
!
二
二
年
に
一
一
頭
、
一
六
二
四
i
二
五
年
に
一
頭
、

に
一
頭
、
そ
し
て
一
六
二
九
三

O
年
に
一
頭
が
購
入
き
れ
、
二
ハ
一
七
一
八
年
に
二
頭
が
販
売
ぎ
れ
た
。
ま
た
豚
は
一
六
ニ

O
l
二

二
ハ
二
七
二
八
年
に
二

O
頭
、
そ
し
て
二
ハ
二
人
l
二
九
年
に
一
頭
が
購
入
さ
れ
勺

二
八
一
九
l
二
O
年
に
三
頭
、

一
六
二
五
1

二
六
年

一
年
に
七
頭
、

一
六
二
五
i
一
一
六
年
に
三
頭
、

そ
れ
で
は
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
は
、
家
畜
に
関
し
丈
い
か
な
る
市
場
と
取
引
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
羊
、
牛
を
中
心
に
検
討

し
て
み
よ
う
。

羊
お
よ
び
牛
の
購
入
市
場
は
第
一
五
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
り
、
羊
の
購
入
は
す
べ
て
ケ
ン
ト
内
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、

牛
の
購
入
は
ケ
ソ
ト
内
と
、
エ
セ
ッ
ク
ス
の
プ
レ
ン
ト
ワ
ッ
ド
市
(
切
2
2
4
3
0白
内
田
町
)
、
サ
セ
ッ
ク
ス
の
ユ
ウ
ハ

I
ス
ト
(
問
看
V
Z
B
C
市、

ロ
ン
ド
ン
の
聖
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
(
ω
?

∞ω
3
Z
H
O
H
H
H
m
J司
)
市
と
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
羊
の
一
回
あ
た
り
の
購
入
頭
数
は
様
々
で
あ
っ
た

が
、
多
い
時
で
も
五

O
i
一
O
O頭
程
度
で
あ
っ
た
。

ま
た
牛
の
購
入
の
う
ち
ロ
ン
ド
ン
の
聖
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
市
で
の
購
入
は
二
ハ
ニ

O

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
且
民
業
経
蛍

三
O
九



一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
シ
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

古二

O

第15表

羊 牛

ケ ン ン ト |ケント以外

Ashford Appledore Brentwood 

Barrowhil1 Ashford Ewhurst 

Bethersden Beaver Londo口

Betteshanger Bethersden 

Bonnington Bonningto口

Brabourne Brookland 

Brookland Canterbury 

Chart Charing 

Herne Chart 

Hothfield Chi1ham 

Kingsnorth Harrietsham 

O1d Romn巴y Hythe 

Staplehurst Lenham 

Stowting Lydd 

Maidstone 

Mi1khouse 

Mote 

Potters coロler

Smarden 

Tenterden 

Westmead 

家畜の購入市場年
、
二
ハ
ニ
二
年
、
二
ハ
二
三
年
、
二
ハ
二
四
年
、
二
ハ
二
六
年
に
大
規
模
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
六
一
六
年
に
モ
ウ
ト
の
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー

(
E
O
R
F
2
0同
冨
。
円
。
ぴ
可
の
ω巳
2
E弓
)
か
ら
、
一
ム
ハ
二

O
年
に
リ
ッ
ド
(
戸
五
円
四
)
市
に
お
い
て
牛
の
大
規
模
な
購
入
が
行
な
わ
れ
た
。

他
方
羊
お
よ
び
牛
の
販
売
市
場
は
第
一
六
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
り
、

年、

牛
共
に
ケ
ン
ト
内
の
家
畜
商
に
対
し
て
、

ま
た
ロ
ン
ド

ン
、
サ
セ
ッ
ク
ス
の
ラ
イ
(
河
可
。
)
、
サ
レ
イ
の
サ
ザ

l
ク

の
家
畜
商
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
。
羊
、
牛
の
販
売
共
に

(ω
。
丘
町
者
同
吋
W
〉

ロ
ン
ド
ン
、
サ
ザ

l
ク
の
家
畜
商
に
対
す
る
場
合
に
は
大
規
模
で
あ
っ
一
伊
に
対
し
て
、
ケ
ン
ト
内
の
家
畜
商
に
対
す
る
場
合
に
は
一
般



家畜の販売市場

羊 牛

ケ ン ト|ケント以外|ヶ シ ト iケット以外
Ashford London Appledore London 

Canterbury Rye Ashford Rye 

Southwark Canterbury Southwark 

Chart 

Chislet 

Stone Hi11 

第16表

市立
V

に
小
規
模
で
あ
っ
た
。

ま
た
馬
と
豚
と
の
購
入
は
、
ケ
ン
ト
内
の
チ
ャ
ー
ト
、
ホ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

(
同
三
宮
内
山
i

冊
目
白
)
、
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
(
出
口
口
同
F
U
R
-
ポ
ッ
タ

l
ズ
・
コ
ー
ナ
ー

ハ
吋
。
門
門
ゆ
吋
凶
の
。
門
H
H
m
H
・一)、

ウ
ィ
レ
ス
パ
ラ
(
ザ
〈
口
-
叩
印
}UO
円。ロぬ
H
H
)

ま
た
ア
ッ
プ
ル
ド
ア

2
3
-
a
0
2
)
 

に
お
い
て
、

市
、
チ
ャ
ロ
ッ
ク

(CE--25
市
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
が
、
馬
の
販
売
は
ロ
ン
ド
ン
の

(ロ)

家
畜
商
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
。

そ
れ
で
は
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
に
お
い
て
は
、
牧
苔
・
酪
農
は
一
体
い
か
な
る
労
働
力
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
ほ
ぼ
全
期
間
に
わ
た
っ
て
一

l
三
名
の
ル
ッ
カ
1
G
O
O
K
0
6

と
呼

ば
れ
る
家
畜
の
世
話
を
す
る
労
働
者
が
常
時
一
雇
一
わ
れ
て
お
り
、
ル
ッ
カ
!
を
中
心
に
し
て
数

名
の
労
働
者
が
牧
畜
・
酪
農
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
羊
の
子
取
り

Q
m
g
l

ず戸口問)、

洗
毛
、
現
毛
な
ど
の
一
時
的
に
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
時
に
は
臨
時
雇
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
定
雇
が
手
伝
っ
た
場
合
に
は
定
雇
に
対
し
て
余
分
な
支
払

ハ
U
)

い
が
な
さ
れ
た
。

と
も
あ
れ
ル
ッ
カ

l
は
年
に
一
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
か
ら
一
二
ポ
ン
ド
ま
で
の
支
払
い
を

(
四
)

受
け
て
い
た
。
ま
た
子
取
り
に
対
し
て
定
雇
の
一
人
は
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
支
払
い
を

ハ

鵠

〉

ハ

ロ

)

受
け
た
。
洗
毛
に
対
し
て
は
二

O
頭
あ
た
り
二
ペ
ン
ス
か
ら
七
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
た
。
ま

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

一一一一
一
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(
臼
)
二
ハ
一
七
年
か
ら
一
六
一
九
年
ま
で
チ
ェ
イ
ン
・
コ

i
ト
に
は
少
年
を
含
め
て
四
|
六
名
の
労
働
者
が
常
駐
し
て
家
畜
の
世
話
に
あ
た
っ
て
い

た
。
悶
・
。
・
円
、
。
島
問
。
(
邑
-
r
o
H
Y

巳
?
"
苫
・
品
?
ロ

E
-
H
叶

H
デ

g

・
2
吉田回目
HHH
・

(

H

)

同
・
。
・

HLoa
問
。
(
昆
-

Y

3
・門戸円・・

3

・
日
デ
ミ
l
g
-
M
吋
包
・

ω
∞l
s
・
2
宮田曲目
B
-

(
お
)
開
・
。
・

F
D
Q
四
日
(
邑
-
y
o
u
-
n
-
了
苫
・

ιー
!
?
ロ
-
z
w
H寸
-

g
・
2
宮田曲目
5
・

〈
叩
山
)
開
・
。
・
円
、
白
血
問
。
(
叩
白
・
)
・

0
H
y
n
円件
-w-u一司
-
H
U
J
N
u
-
-

(
げ
)
開
・
。
・

HL辻
哲
(
昆
-
r
o
唱
・
ロ
ロ
・
ニ
u℃
・
町
田
u
H
叶l
z
u
M
叶
凶
デ

ω
∞
包
・

8
・
2
吉田回目同
HH
・
洗
毛
お
よ
び
努
毛
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
は
ど
の
地
方
で
も
通
常
六
月
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
洗
毛
に
対
し
て
は
大
抵
の
場
所
で
こ

O
頭
あ
た
り
三
ペ
ン
ス
が
支
払
わ

れ
た
。
し
か
し
へ
〆
リ
I
・
ベ
ス
ト
自
身
は
二

O
頭
あ
た
り
二
ペ
ン
ス
以
上
は
支
払
わ
な
か
っ
た
。

HN
・
寸
8
4
4
1
ω
B
R
Y
。H
Y
n
ロ
・
・
目
当
・
宮
町
|

陸
自
・
。
・
切
・

HND窓
口
由
。
ロ
(
目
白
・
)
地
担
当
白
N
N
w
gき
遣
し
官
民
3

5

込
旬
詐
弘
之
宮

N
R
N
-
F
h叫
s
h
H
F
問
、
白
、
若
宮
h
g
h同
b
R
S
3
H
N
w
b
b
ご

ミ

同
S
ミ

切
S
F
b
h
.
H
N日連臼単語
NNW
弘司

HF
由同白的目
~
N
R
S
h
D
H
.
H
F
向
。
言
3
H
H
ロ¥師、口、』グ
ω
ロ込町四回
ω
D
丘町
q
-
J
1
0
H
-
M内
M内
M内
H
H
H
U
U
口同
HHmwg

一ω
ロHHmmv
回
ω
D
n山

2
3

H

∞
ミ
・
同
省
・
弓
l
N
0
・

(
叩
山
)
開
・
。
・

F
D
晶君(白白・)・

3
・
n-了
苫
・

ω∞
1
8・
8
・
0
仲間】目的回目
B
・
前
月
毛
に
対
し
て
は
二

O
頭
あ
た
り
四
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
、
そ
の
他

に
昼
食
、
夕
食
、
飲
み
代
二

i
三
ペ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
。
。
・
切
・
問
。
窓
口
8
2
(
邑・

γ
。
℃
・
門
誌
・
・
同
y
N
H
・

(
叩
)
開
・
。
・
円
、
白
血
向
。
(
邑
・
)
W
C
H
M
-

門戸了

-6
・
ω
∞w

品
♂
叩
昨
日
u
虫
色
5
・

d 

む

す

び

以
上
検
討
を
加
え
て
き
た
よ
う
に
一
六
一
六
年
か
ら
一
六
三

O
年
に
至
る
期
間
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
で
は
、
所
有
地
、
自
由
保
有

地
、
賃
借
地
に
お
い
て
雇
傭
労
働
力
に
依
拠
し
つ
つ
穀
物
生
産
、
牧
畜
・
酪
農
等
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

で
の
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
財
産
日
録
を
示
せ
ば
第
一
七
表
の
通
り
で
あ
る
。
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
全
期
聞
を
二
ハ
一
六

二
ハ
一
七
年
か
ら
一
六
三

O
年
ま

年
か
ら
一
六
二

O
年
ま
で
の
期
間
と
一
六
二
四
年
以
後
の
期
間
と
の
こ
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
前
者
の
期
間
に
お
い
て
は
圧
倒
的

な
比
重
が
牧
畜
・
酪
農
、
な
か
ん
ず
く
牧
羊
に
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
後
者
の
期
間
に
お
い
て
は
ト
ゥ
ッ
ク
経
堂
に
お
い
て
占
め
る

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経

一一一一一一一
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第
17
表
ミ
ク
ル
マ
ス
に
お
け
る
財
産
自
録

1617 
1618 

1619 
1624 

1625 
1626 

1627 
1629 

1630 

穀資
物産

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

~
 
s. 
d. 

159 
10 
0
 
121 
2
 0
 
153 
17 
4
 
312 
8
 0
 
327 
5
 4
 
290 
7
 9
 
512 
6
 4
 
368 10 
0
 
279 
11 
0
 

家
畜
1
，414
4
 0
1
，671 
1
 0
 1，597 
8
 0
 
565 
13 
10 
537 17 
0
 
684 
2
 0
 
692 
10 
0
 
717 
2
 6
 
782 
1
 4
 

現権地金代，
 受，
取債
71 
10 
0
 
54 
8
 8
 
136 
0
 0
 
754 
16 
8
 
734 
19 
2
 
815 
10 
2
 
945 
0
 0
 
376 
14 
6
 
300 
0
 0
 

そ
の
他
104 
10 
0
 
345 
0
 0
 
311 
18 
0
 
213 
6
 0
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6
 6
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0
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10 
8
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0
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ハ
3
u

れ
ト
ゥ
ッ
グ
経
営
は
牧
畜
・
酪
農
に
比
重
を
置
い
た
大
規
模
な
混
合
農
業
経
営
で
あ
っ
た
。

ト
ゥ
ッ
ク
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
あ
た
る
一
六
一

O
年
か
ら
一
六
二

O
年
に
至
る
期
間
の
バ
i
ク
シ
ャ
l

北
部
に
存
在
し
た
ロ
バ
l
ト
・
ロ
ウ
ダ
l
経
営
で
は
、
経
営
の
存
在
し
て
い
た
地
域
に
規
定
さ
れ
て
穀
物
生
産
に
比
重
を
置
い
た
混
合
農

業
が
行
な
わ
れ
て
い
辺
。
経
営
者
で
あ
る
ロ
ウ
ダ
i
は
牧
草
地
の
一
部
を
港
一
蹴
し
て
冬
期
の
家
苔
飼
料
の
確
保
に
努
め
て
多
数
の
家
畜
の

飼
育
を
行
な
い
、
家
畜
の
糞
等
の
肥
料
を
畑
に
施
し
て
地
味
を
豊
か
に
し
、
整
耕
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
穀
物
の
収
穫
量
を
増
や
す
た
め

の
経
営
努
力
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ロ
ウ
ダ
i
経
営
で
は
一
六
一
一
年
か
ら
一
六
一
七
年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
大
麦
生
産
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
た
が
市
場
価
格
の
動
き
を
考
慮
し
て
大
麦
生
産
と
小
麦
生
産
と
の
利
益
を
比
較
し
た
上
で
、

二
ハ
一
八
年
以
後
の
期
間

に
お
い
て
は
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
小
麦
生
産
に
重
点
が
移
さ
れ
た
。
か
く
し
て
ロ
ウ
ダ
l
経
営
は
当
時
の
上
層
商
品
生
産
者
の
典
型

と
目
さ
れ
て
い
た
。

ロ
ウ
ダ
l
経
営
が
所
有
地
を
基
盤
と
し
穀
物
生
産
に
比
重
を
置
い
た
混
合
農
業
経
営
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
は
所
有

地
、
自
由
保
有
地
、
賃
借
地
を
基
盤
と
し
牧
畜
・
酪
農
に
比
重
を
置
い
た
経
営
で
あ
っ
た
と
い
う
性
格
の
違
い
は
あ
れ
、

ロ
ウ
ダ
l
経
営

が
一
七
世
紀
初
頭
の
バ
I
グ
シ
ャ
ー
を
代
表
す
る
上
層
商
品
生
産
者
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
ト
ゥ
ッ
ク
経
営
は
一
七
世
紀
初

頭
の
ケ
ン
ト
を
代
表
す
る
上
層
商
品
生
産
者
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(

1

)

切
・
。
-
F
D
品開叩(白色

-
Y
3・
n
広・・

3
・
吋
!
?
N
H
I
M
F
ω
H
i
s
-
E
l
a
-
S
I
S
・

8
1∞
r
s
z
-
H
H
品
ロ
デ
H
N
N
H
N
P

(
2
〉
H
V
・
∞
0
4
司色町
P
〉
一
四
門
戸
円
三
宮
門
田
】
勺
門
戸
ロ
巾
♂
明
白
円
宮
司
円
。
出
Z
-
田
口
己
問
。
口
付
♂
山
口
一
同
・
、
H，
E吋回目内(叩仏
-ro-v
・
門
戸
w

甘・

2m-

(

3

)

の
・
巧
・
。
E
H
E
Z
・
0
匂

-
n日
?
W
H
Y
S
-
竹
内
幹
敏
、
前
掲
論
文
、
三
六
、
四
ニ
ペ
イ
ジ
、
浜
林
正
夫
「
イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
政
期
の
地
主
経

営
の
諸
類
型
」
(
『
一
橋
論
叢
』
第
六
十
四
巻
第
一
号
、
昭
和
四
十
五
年
〉
一
一
一
l
一
三
ペ
イ
ジ
参
照
。

(

4

)

拙
稿
「
ロ
パ
I
ト
・
ロ
ウ
ダ
!
の
農
業
経
営
の
再
検
討
」
(
『
社
会
経
済
史
学
』
第
三
九
巻
第
四
号
、
昭
和
四
十
九
年
〉
一
九
l
二
六
、
二
九
ベ

一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

三
一
五



一
七
世
紀
初
頭
の
ケ
ン
ト
に
お
け
る
ト
ゥ
ッ
ク
家
の
農
業
経
営

イ
ジ
参
照
。

(

5

)

r

竹
内
幹
敏
、
前
掲
論
文
、
三
二
|
一
三
ニ
ペ
イ
ジ
参
照
。

一
一
六




